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新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

 

農業土木工事関係書類作成マニュアル 
 

まえがき 【現行どおり】 

 

目 次 

１～ ３－３ 【現行どおり】 

３－３－１ 打合簿     

３－３－２ ～ ４－７ 【現行どおり】 

４－８ 工事完成図 

５ 【現行どおり】 

 

１ 【現行どおり】 

１－１ 【現行どおり】 

１－１－１ 【現行どおり】 

１－１－２ 工事関係書類の減量化対策について 

１ ～ ３ 【現行どおり】 

４ 情報共有システム（      ） 

２ 【現行どおり】 

３ 工事施工中に随時作成する工事関係書類 

３－１ 契約関係図書類（随時） 

３－１－１ 【現行どおり】 

３－１－２ 中間前金払 

受注者は、中間前金払の支払いを請求しようとするときは、あらかじめ、発注者又は発注者の指定す

る者の中間前金払に係る認定を受ける必要があることから、工事監督員を通じて「中間前金払認定請求

書」を契約担当に提出する。～ 中略 ～ 

 ２ 中間前金払と部分払の選択 

  契約締結時に受注者がいずれかの制度を選択することを原則とし、契約締結後の変更は認めない。

【略】 

３－２ 施工計画 

３－２－１ 施工計画書 

施工計画書は、 ～ 中略 ～ 

なお、内容については総合評価の技術提案と整合を図るものとする。 【現行どおり】 

（１）工事概要 ～ （４）指定機械 【現行どおり】 

（５）      主要船舶・機械 

（６）主要資材 

（７）施工方法（主要機械・仮設備計画、工事用地等を含む） 

（８）施工管理計画（工事監督員の立会、段階確認の内容及び時期、品質、出来形、写真管理等を含む） 

（９）安全管理（安全訓練等の実施計画を含む） 

（10）緊急時の体制及び対応 

（11）交通管理（資材等の過積載防止対策を含む） 

（12）環境対策 

（13）現場作業環境の整備 

（14）再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理計画 

 

（15）社内検査 ～ （16）特定外来生物（植物）防除計画書 【現行どおり】 

（17）法定休日・所定休日（週休二日の導入） 

（18）その他 

なお、施工計画書の作成にあたっては、 ～ 中略 ～ 受注者は、さらに詳細な施工計画書を提出し

なければならない」と規定されているが、工事監督員はその指示にあたっては必要性を十分検討した上で

行わなければならない。 

 

農業土木工事関係書類作成マニュアル 
 

まえがき 【略】 

 

目 次 

１～ ３－３ 【略】 

３－３－１ 工事施工協議簿 

３－３－２ ～ ４－７ 【現行どおり】 

４－８ 出来形図  

５ 【略】 

 

１ 【現行どおり】 

１－１ 【現行どおり】 

１－１－１ 【現行どおり】 

１－１－２ 工事関係書類の減量化対策について 

１ ～ ３ 【現行どおり】 

４ 情報共有システム（Ｎ４システム） 

２ 【略】 

３ 工事施工中に随時作成する工事関係書類 

３－１  契約関係図書類（随時） 

３－１－１ 【現行どおり】 

３－１－２ 中間前金払 

受注者は、中間前金払の支払いを請求しようとするときは、あらかじめ、発注者又は発注者の指定す

る者の中間前金払に係わる認定を受ける必要があることから、工事監督員を通じて「中間前金払認定請

求書」を契約担当に提出する。～ 中略 ～ 

 ２ 中間前金払と部分払の選択 

  契約締結時に請負人がいずれかの制度を選択することを原則とし、契約締結後の変更は認めない。 

【略】 

３－２ 施工計画 

３－２－１ 施工計画書 

施工計画書は、 ～ 中略 ～ 

なお、内容については総合評価の技術提案と整合を図るものとする。 【略】 

（１）工事概要 ～ （４）指定機械 【略】 

（５）主要資材、及び主要船舶・機械 

 

（６）施工方法（主要機械・仮設備計画、工事用地等を含む） 

（７）施工管理計画（工事監督員の立会、段階確認の内容及び時期、品質、出来形、写真管理等を含む） 

（８）緊急時の体制及び対応 

（９）安全管理（安全訓練等の実施計画を含む） 

（10）交通管理（資材等の過積載防止対策を含む） 

（11）環境対策 

（12）現場作業環境の整備 

（13）建設副産物の適正処理計画 

（14）再生資源の利用の促進 

（15）社内検査 ～ （16）特定外来生物（植物）防除計画書 【略】 

                       

（17）その他 

なお、施工計画書の作成にあたっては、 ～ 中略 ～ 受注者は、   詳細な施工計画書を提出し

なければならない」と規定されているが、工事監督員はその指示にあたっては必要性を十分検討した上で

行わなければならない。 
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字句の改正 

番号改正 

番号改正 

字句の改正 

字句の改正 

番号改正 

番号改正 

番号改正 

字句の改正 

字句の改正 

 

字句の改正 

番号改正 
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新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

［施工計画書記載例］ 

あくまで記載例なので、工事内容に応じて適宜変更されたい。 

（１）工事概要 ～ （２）計画工程表 【現行どおり】 

（３）現場組織表           

   本文、図 【現行どおり】 

（４）指定機械 【現行どおり】 

（５）      主要船舶・機械 

                                        

工事に使用する船舶・機械で、設計図書で指定されている機械（騒音振動、排ガス規制、標

準操作等） 以外の主要なものを記載する。 

（６）主要資材 

工事に使用する指定材料及び主要資材について、規格、予定数量等について記載する。 

 

    
（７）施工方法 

施工方法は、次のような内容を記載する。 

１）主な工種毎の作業フロー 【現行どおり】 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

工事箇所の作業環境 ～ 中略 ～ 関係機関との調整事項について記述する。 

また、農業土木工事共通仕様書１－１－32（工事中の安全確保）の 16 及び 22 に基づき事前調

査を実施し、工事に使用する基準点や地下埋設物、地上障害物に関する防護方法について記述す

る。 

３） ～ ４） 【現行どおり】 

（８）施工管理計画（工事監督員の立会、段階確認の内容及び時期、品質、出来形、写真管理等を含む） 

施工管理計画については、設計図書（農業土木工事施工管理基準等）に基づき、その管理方法に

ついて記述する。 

１）工程管理 ～ ４）写真管理 【現行どおり】 

５）段階確認 

段階確認の内容及び時期についての計画を記述する。 

※様式は任意ですが、農業土木工事共通仕様書１－１－23（工事監督員による検査及び立会い等）

７の(1) 付表－１の写しでもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［施工計画書記載例］ 

あくまで記載例なので、工事内容に応じて適宜変更されたい。 

（１）工事概要 ～ （２）計画工程表 【略】 

（３）現場組織表（施工体系図を含む） 

   本文、図 【略】 

（４）指定機械 【略】 

（５）主要資材、及び主要船舶・機械 

工事に使用する指定材料及び主要資材について、規格、予定数量等について記載する。 

また、工事に使用する船舶・機械で、設計図書で指定されている機械（騒音振動、排ガス規制、標

準操作等） 以外の主要なものを記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）施工方法 

施工方法は、次のような内容を記載する。 

１）主な工種毎の作業フロー 【略】 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

工事箇所の作業環境 ～ 中略 ～ 関係機関との調整事項について記述する。 

また、農業土木工事共通仕様書１－１－31（工事中の安全確保）の 15 及び 21 に基づき事前調

査を実施し、工事に使用する基準点や地下埋設物、地上障害物に関する防護方法について記述す

る。 

３） ～ ４） 【略】 

（７）施工管理計画（工事監督員の立会、段階確認の内容及び時期、品質、出来形、写真管理等を含む） 

施工管理計画については、設計図書（農業土木工事施工管理基準等）に基づき、その管理方法に

ついて記述する。 

１）工程管理 ～ ４）写真管理 【略】 

５）段階確認 

段階確認の内容及び時期についての計画を記述する。 

※様式は任意ですが、農業土木工事共通仕様書１－１－22（工事監督員による検査及び立会い

等）７の(1) 付表－１の写しでもよい。 

（８）緊急時の体制及び対応 

大雨、強風等の異常気象又は地震、水質事故、工事事故などが発生した場合に対する組織体制及

び連絡系統を記述する。 

１）組織体制 

   
  ２）連絡系統図 

連絡系統図には、下記機関の昼間及び夜間、休日の連絡先について記述する。 

①発注者関係（主任監督員等） 

②受注者関係（本社・支社、現場代理人、監理（主任）技術者等） 

③関係機関（警察署、消防署、労働基準監督署、救急病院等） 

 

 

 

字句の改正 
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字句の改正 

字句の改正 

 

字句の改正 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

番号改正 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

番号改正 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

字句の削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主要資材計画記載例］

品　名 規　格 予定数量 単　位 備　考

異形棒鋼 D13 800 kg

［災害対策組織体制記載例］

災害対策部長 災害対策副部長 情報連絡係 氏　　名

氏　　名 氏　　名 ○○○○係 氏　　名

TEL　FAX TEL　FAX 対策係 氏　　名

庶務係 氏　　名

○○○○係 氏　　名



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

 

 

（９）安全管理 【現行どおり】 

（10）緊急時の体制及び対応 

大雨、強風等の異常気象又は地震、水質事故、工事事故などが発生した場合に対する組織体制及

び連絡系統を記述する。 

１）組織体制 

   
  ２）連絡系統図 

連絡系統図には、下記機関の昼間及び夜間、休日の連絡先について記述する。 

①発注者関係（主任監督員等） 

②受注者関係（本社・支社、現場代理人、監理（主任）技術者等） 

③関係機関（警察署、消防署、労働基準監督署、救急病院等） 

④関係企業（電力会社、ＮＴＴ 、上水道、下水道、鉄道、ガス会社等）その他、 

 現場状況により関係する機関等の連絡先を明記する。 

（11）交通管理 

工事に伴う交通処理及び交通対策について農業土木工事共通仕様書１－１－38（交通安全管理）

の規定に基づき記述する。 

  以下、本文 【現行どおり】 

（12）環境対策 

   本文 【現行どおり】 

（13）現場作業環境の整備 

   本文 【現行どおり】 

（14）再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理計画 

工事に伴う再生資源の利用の促進及び建設副産物の適正処理計画について、農業土木工事共通仕

様書１－１－21（建設副産物）に基づき、次のような項目について記述する。 

１）再生資源利用計画書 

２）再生資源利用促進計画書 

３）建設廃棄物適正処理計画 

 

 

 

（15）社内検査 

工事に伴う社内検査について、農業土木工事共通仕様書１－１－48（社内検査）に基づき、次の

ような項目について記述する。 

 

（16）特定外来生物（植物）防除計画書 

工事に伴う特定外来生物（植物）について、農業土木工事共通仕様書１－１－56（特定外来生物（植

物）について）に基づく内容について記述する。 

  以下、本文 【略】 

（17）法定休日・所定休日（週休二日の導入） 

   週休二日の導入について、法定休暇・所定休日及び週休二日を確保するための取組を記載する。 

   ※法定休日とは、労働基準法第 35 条で規定している、使用者が労働者に必ず与えなければなら

ない休日 

   ※労使間の取り決めなどによって定めた法定休日以外の休日 

④関係企業（電力会社、ＮＴＴ 、上水道、下水道、鉄道、ガス会社等）その他、 

 現場状況により関係する機関等の連絡先を明記する。 

（９）安全管理 【略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）交通管理 

工事に伴う交通処理及び交通対策について農業土木工事共通仕様書１－１－37（交通安全管理）

の規定に基づき記述する。 

  以下、本文 【略】 

（11）環境対策 

   本文 【略】 

（12）現場作業環境の整備 

   本文 【略】 

（13）建設副産物の適正処理計画 

建設副産物の適正処理計画について、農業土木工事共通仕様書１－１－21（建設副産物）に基づ

き、次のような項目について記述する。 

１）建設廃棄物適正処理計画 

（14）再生資源の利用の促進 

工事に伴う再生資源の利用の促進について、農業土木工事共通仕様書１－１－21（建設副産物）

に基づき、次のような項目について記述する。 

１）再生資源利用計画書 

２）再生資源利用促進計画書 

（15）社内検査 

工事に伴う社内検査について、農業土木工事共通仕様書１－１－47（社内検査）に基づき、次の

ような項目について記述する。 

  以下、本文 【略】 

（16）特定外来生物（植物）防除計画書 

工事に伴う特定外来生物（植物）について、農業土木工事共通仕様書１－１－55（特定外来生物（植

物）について）に基づく内容について記述する。 

  以下、本文 【略】 
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［災害対策組織体制記載例］

災害対策部長 災害対策副部長 情報連絡係 氏　　名

氏　　名 氏　　名 ○○○○係 氏　　名

TEL　FAX TEL　FAX 対策係 氏　　名

庶務係 氏　　名

○○○○係 氏　　名



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

（18）その他 

その他重要な事項について、必要により記述する。 

１）官公庁への手続き（警察、市町村等） 

２）地元への周知 

                   

  ３）ライフラインに影響する事項の確認 

３－３ 施工管理 【現行どおり】 

３－３－１ 打合簿 

打合簿                は、発注者及び受注者が工事施工状況についてお互いに確

認し、行き違いのないように記録しておく重要な書類である。打合簿の作成においては、設計図書の要

求事項を明確にするとともに、それを確認できる必要最小限の関係書類を添付する。 

１ 各事項の定義、書類作成上の具体的留意点 

（１）指示 ～ （２）承諾 【現行どおり】 

（３）協議 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 16） 

協議とは、書面により契約図書の協議事項について、発注者と受注者が対等の立場で合議し、結

論を得ることをいう。 

実務上では、受注者からの打合簿により工事監督員に協議される場合が多い。 

協議内容の多くは、設計図書と工事現場の状態の不一致等によるものと考えられ、この場合、工

事数量及び構造変更等設計変更に関わる事項が多いので、十分な現地調査、構造の検討を行い、協

議内容（理由、対策検討の内容、数量、形状寸法、施工方法等）を打合簿で明確に記載して協議を行

わなければならない。 

（４）提出 【現行どおり】 

（５）提示 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 18） 

提示とは、工事監督員が受注者に対し、または受注者が工事監督員に対し工事に係わる書面また

はその他の資料を示し、説明することをいう。 

よって、提示については、打合簿を作成する必要はない。 

（６）報告 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 19） 

報告とは、受注者が工事監督員に対し、工事の状況または結果について書面をもって知らせるこ

とをいう。 

報告内容は主として事故、苦情、施工中の異常発見であり、打合簿により工事監督員に報告され

る。この場合、遅滞なく、的確に工事監督員に報告しなければならない。 

（７）通知 【現行どおり】 

（８）書面 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 21） 

書面とは、手書き、印刷物等による伝達物で打合簿等の工事帳票のことをいい、発行年月日を記

載し、署名または押印したものを有効とする。ただし、電子的手段を用いて作成され、指示、承諾、

協議、提出、報告、通知が行われた工事帳票については、署名または押印がなくても有効とする。 

２ 工事書類の様式 

打合簿    の他、工事書類の各様式については、北海道のホームページで公表しており、帳

票様式については、次のアドレスからダウンロード可能です。 
  http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/jcs/nn-koji/jigyoukeiyaku/top/top1.htm 

３ 概数発注された工事における打合簿     

「道営工事等の概数等発注事務取扱要領及び道営工事等の概数等発注事務取扱要領の取扱い」（農

政部制定）で概数発注された工事において、確定した数量等について、打合簿    に記載して

提出する。 

報告時期については、工事施工に当たって、受注者等の作成した施工図等を速やかに照査、検討

し、工事監督員と現場代理人の間で協議したうえ、相互に打合簿    で確認すること。 

ただし、工事の起終点及び平面線形や安定・構造計算された構造物は概数の対象とはならない。 

３－３－２ 材料確認（品質規格証明書） 

～ ３－３－９ 関連工区移行に伴うでき形確認請求書・検査確認簿 【現行どおり】 

３－４ 安全管理 

３－４－１ 安全教育訓練実施資料 【現行どおり】 

３－４－２ 事故報告書 

（17）その他 

その他重要な事項について、必要により記述する。 

１）官公庁への手続き（警察、市町村等） 

２）地元への周知 

３）休日計画（週休２日の実施計画書） 

  ４）ライフラインに影響する事項の確認 

３－３ 施工管理 【略】 

３－３－１ 工事施工協議簿 

工事施工協議簿（以下「協議簿」という。）は、発注者及び受注者が工事施工状況についてお互いに確

認し、行き違いのないように記録しておく重要な書類である。協議簿の作成においては、設計図書の要

求事項を明確にするとともに、それを確認できる必要最小限の関係書類を添付する。 

１ 各事項の定義、書類作成上の具体的留意点 

（１）指示 ～ （２）承諾 【略】 

（３）協議 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 16） 

協議とは、書面により契約図書の協議事項について、発注者と受注者が対等の立場で合議し、結 

論を得ることをいう。 

実務上では、受注者からの協議簿により工事監督員に協議される場合が多い。 

協議内容の多くは、設計図書と工事現場の状態の不一致等によるものと考えられ、この場合、工

事数量及び構造変更等設計変更に関わる事項が多いので、十分な現地調査、構造の検討を行い、協

議内容（理由、対策検討の内容、数量、形状寸法、施工方法等）を協議簿で明確に記載して協議を行

わなければならない。 

（４）提出 【略】 

（５）提示 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 18） 

提示とは、工事監督員が受注者に対し、または受注者が工事監督員に対し工事に係わる書面また

はその他の資料を示し、説明することをいう。 

よって、提示については、協議簿を作成する必要はない。 

（６）報告 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 19） 

報告とは、受注者が工事監督員に対し、工事の状況または結果について書面をもって知らせるこ

とをいう。 

報告内容は主として事故、苦情、施工中の異常発見であり、協議簿により工事監督員に報告され

る。この場合、遅滞なく、的確に工事監督員に報告しなければならない。 

（７）通知 【略】 

（８）書面 （農業土木工事共通仕様書１－１－２の 21） 

書面とは、手書き、印刷物等による伝達物で協議簿等の工事帳票のことをいい、発行年月日を記

載し、署名または押印したものを有効とする。ただし、電子的手段を用いて作成され、指示、承諾、

協議、提出、報告、通知が行われた工事帳票については、署名または押印がなくても有効とする。 

２ 工事書類の様式 

工事施工協議簿の他、工事書類の各様式については、北海道のホームページで公表しており、帳

票様式については、次のアドレスからダウンロード可能です。 
  http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/jcs/nn-koji/jigyoukeiyaku/top/top1.htm 

３ 概数発注された工事における工事施工協議簿 

「道営工事等の概数等発注事務取扱要領及び道営工事等の概数等発注事務取扱要領の取扱い」（農

政部制定）で概数発注された工事において、確定した数量等について、工事施工協議簿に記載して

提出する。 

報告時期については、工事施工に当たって、受注者等の作成した施工図等を速やかに照査、検討

し、工事監督員と現場代理人の間で協議したうえ、相互に工事施工協議簿で確認すること。 

ただし、工事の起終点及び平面線形や安定・構造計算された構造物は概数の対象とはならない。 

３－３－２ 材料確認（品質規格証明書） 

 ～ ３－３－９ 関連工区移行に伴うでき形確認請求書・検査確認簿 【略】 

３－４ 安全管理 

３－４－１ 安全教育訓練実施資料 【現行どおり】 

３－４－２ 事故報告書 
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新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

１ 用語の定義 【現行どおり】 

２ 事故報告書 

 受注者は、農業土木工事共通仕様書１－１－35（事故報告書）に基づき、工事の施工中に 

事故が発生した場合には、直ちに工事監督員に報告するとともに、工事監督員が指示する。【略】 

３－５ 工程管理 ～ ３－７ その他書類（随時） 【現行どおり】 

４．工事完成時に作成する工事関係書類  

４－１ 契約関係図書類（完成時）～ ４－７ 工事完成写真（着手前及び完成） 【現行どおり】 

４－８ 工事完成図 

工事完成図については、次のとおりとする。 

（１）最終設計図（承諾図を含む）を工事完成図とし提出するものとする。 

（２）工事完成図には｢設計数値への出来形数値の併記｣は必要としない。 

（３）点的構造物等、箇所単位のものについては、出来形管理資料の作成に代え工事完成図への 

｢設計数値への出来形数値の併記｣又は｢出来形数値の書き換え｣を認める。 

（４）線工事については、起終点を旗揚げ（朱書き）し工事箇所を明確にする。（図４－８参照） 

（５）面工事の工事区域等、座標値が明記されている場合は、工事完成時の数値とする。 

（６）図葉番号については、最終設計図のままとせず、採番し直すものとする。 

（７）発注者から貸与された設計図面をもとに工事完成図を作成する場合、工事完成図作成の要否の 

例を別添－１｢工事完成図作成の要否について｣を参考とされたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 用語の定義 【現行どおり】 

２ 事故報告書 

 受注者は、農業土木工事共通仕様書１－１－34（事故報告書）に基づき、工事の施工中に 

事故が発生した場合には、直ちに工事監督員に報告するとともに、工事監督員が指示する。【略】 

３－５ 工程管理 ～ ３－７ その他書類（随時） 【略】 

４．工事完成時に作成する工事関係書類  

４－１ 契約関係図書類（完成時）～ ４－７ 工事完成写真（着手前及び完成） 【現行どおり】 

４－８ 出来形図  

（１）発注者から貸与された設計図面データをもとに出来形測量結果を記載する場合には、出来形数値

を「朱書き」で表記することとし、次のア若しくはイのいずれかの方法とする。 

但し、受注者が独自に作成した図面データを出来形図とする場合につては「朱書き」は不要とす

る。 

ア 設計数値に出来形数値を併記 

  イ 設計数値の箇所に出来形数値で書き換え 

（２）出来形図の作成に際し、下記の図面は作成、提出は必要としない。 

ア 標準断面図及び各種標準図（出来形測量の結果を記載するために活用する場合を除く）。 

イ 現況平面図 

ウ 中心線模式図 

エ 運搬経路図 

オ 施工図（配筋図、鉄筋加工図等） 

カ 任意仮設図（指定部分を含むものを除く） 

キ 成果品のうち「４－２ 出来形管理」で作成され、提出された出来形数量表や出来形一覧表が

ある場合、図面に重複して表記する必要はない。 

（３）協議により提出を「紙」とした場合は、添付される「インデックス」「白紙による表紙」は必要と

しない。 

（４）発注者から貸与された設計図面をもとに出来形図を作成する場合、出来形図作成の要否の例を別

添－１「出来形図の減量化について」にて参照されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 
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字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
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図を追加 
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S
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6
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0
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2
9
.
6
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事
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点
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1
3
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5
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5
年

度
　

農
地

防
災

 
○
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0
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0
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5
年
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地
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○

○
地
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1
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区
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事
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点
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5
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.
5
1

令
和

5
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○

○
地
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1
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区
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事
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点
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=
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0
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和

5
年
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地
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災

 
○

○
地

区
 
6
1
工

区



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

別添－１ 

 
工事完成図の減量について（作成の要否）（○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成）（１／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団

体及び受益者から図面作成の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添－１ 

 
出来形図の減量について（作成の要否）(○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成)（１／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団体

及び受益者からの出来形の追加等の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

工事完成図の減量について（作成の要否）（○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成）（２／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団

体及び受益者から図面作成の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来形図の減量について（作成の要否）(○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成)（２／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団体

及び受益者からの出来形の追加等の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 細工種 設計図
出来形図

の要否
備　　　　　考

区画整理 標準土工定規図 1 標準断面図 × 添付不要

平面、縦断面図 2 縦断図 ○

配管模式図 3 配管模式図 ○ 別途承認図として管割図を出来形として作成

横断面図 ×

曲点工標準図、

一覧表
8 曲点工標準図 △

詳細図（管割図）に出来形を記入した場合は、一覧

表の出来形の記入は不要
直分工標準図、

一覧表
4 直分工標準図 △

詳細図（管割図）に出来形を記入した場合は、一覧

表の出来形の記入は不要
排泥弁工標準

図、一覧表
7

排泥弁工標準

図
△

詳細図（管割図）に出来形を記入した場合は、一覧

表の出来形の記入は不要
制水弁工標準

図、一覧表
5

制水弁工標準

図
△

詳細図（管割図）に出来形を記入した場合は、一覧

表の出来形の記入は不要
空気弁工標準

図、一覧表 ※
6

空気弁工標準

図
○ ※一覧表の設計基準高等に出来形を併記

横断作工図（道

路、河川等）
○

各種弁詳細図 ○

起点取付工詳細

図
10 起点工詳細図 ○

終点取付工詳細

図
11 終点工詳細図 ○

仮設計画図（工

事用道路等）
12 仮設計画図 ○ 仮設計画図を参考に作成

仮設計画図（仮

橋、迂回路等）
12 仮設計画図 ○ 指定仮設の場合は必ず出来形図を作成

中心線模式図 ×

9
集中管理孔標

準図
○

13
その他附帯作

工図
○ 必要に応じ作成

管

水

路

工

標準設計図



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

工事完成図の減量について（作成の要否）（○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成）（３／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団

体及び受益者から図面作成の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来形図の減量について（作成の要否）(○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成)（３／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団

体及び受益者からの出来形の追加等の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

工事完成図の減量について（作成の要否）（○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成）（４／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団

体及び受益者から図面作成の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来形図の減量について（作成の要否）(○：作成を要する、×：作成を要しない、△：必要に応じ作成)（４／４） 

 

 
 
※表に記載のない工種については、表を参考として適宜設定するものとする。また、本表の作成の要否を基本とするが、維持管理団

体及び受益者からの出来形の追加等の申し出があった場合は、発注者と受注者間で協議の上、決定するものとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

５－１－９ 【雇用労働条件の改善について】 

 １～２ 【現行どおり】 

 ３ 福祉確保 

  【略】 

 （５）下請業者が法定保険に加入義務があるにもかかわらず未加入の場合、加入について指導を行う

こと。 

北海道では、下請業者の法定保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）について、加入状況

をより的確に把握するため、法定保険上の「事業所の登録番号等」を「施工体制台帳」、「再下請

負通知書」またはその両方に記載していただくこととしておりますので、ご協力をお願いします。 

５－１－13 【下請契約について】 

１ 下請負の考え方 

（１）下請負となる例 【現行どおり】 

（２）下請負とならない例 

交通整理業務、清掃業務、賄い、建設資材の輸送、生コンの輸送、土砂等の運搬、農業土木におけ

る客土の運搬、建設機械のリース契約 など 

ただし、交通整理業務は現場の安全確保に直接関わるため、農業土木における土壌採取補償に係る

土取場からの客土運搬は施工管理に密接に関わるため、施工体制台帳等を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１－９ 【雇用労働条件の改善について】 

 １～２ 【現行どおり】 

 ３ 福祉確保 

  【略】 

（５）下請業者が法定保険に加入義務があるにもかかわらず未加入の場合、加入について指導を行うこ

と。 

北海道では、下請業者の法定保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）について、加入状況

をより的確に把握するため、法定保険上の「事業所の登録番号等」を「下請負人選定通知書（施

工体制台帳３）」に記載していただくこととしておりますので、ご協力をお願いします。 

５－１－13 【下請契約について】 

１ 下請負の考え方 

（１）下請負となる例 【略】 

（２）下請負とならない例 

交通整理業務、清掃業務、賄い、建設資材の輸送、生コンの輸送、土砂等の運搬、農業土木におけ

る客土の運搬、建設機械のリース契約 など 

ただし、交通整理業務は現場の安全確保に直接関わるため、農業土木における         

       客土運搬は施工管理に密接に関わるため、施工体制台帳等を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 旧 対 照 表   

改正後 改正前 備 考 
 

 

農業土木工事関係書類一覧表 

 

農業土木工事関係書類一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

○

Ａ
契

約
関

係
図

書
類

契
約

書
等

ア

設
計

図
書

等
1

工
事

請
負

契
約

書
工

事
執

行
規

則
第

10
条

別
記

（
第

1
0
条

関
係

）
◎

※
1

▲
□

※
2

※
1
　

紙
契

約
の

場
合

、
単

社
_2

通
、

JV
_構

成
員

数
+
1
通

※
2
　

紙
契

約
の

場
合

、
押

印
必

要

関
係

書
類

2
保

証
証

書
H

3
1
.3

.2
9
_局

財
第

52
9
号

金
融

機
関

等
様

式
◎

1
▲

履
行

保
証

を
求

め
る

場
合

。
（
単

体
企

業
の

み
）

3
特

定
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（甲

）（
写

）
実

務
必

携
P
1
09

0
H

1
3
.3

.2
2
_建

情
第

22
8
9号

別
記

第
3号

様
式

◎
1

■
○

甲
型

の
特

定
建

設
共

同
企

業
体

の
場

合

4
特

定
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（乙

）（
写

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

4号
様

式
◎

1
■

○
乙

型
の

特
定

建
設

共
同

企
業

体
の

場
合

5
特

定
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
第

８
条

に
基

づ
く

協
定

書
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

5号
様

式
◎

1
■

○
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

6
経

常
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（甲

）（
写

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

6号
様

式
◎

1
■

○
甲

型
の

経
常

建
設

共
同

企
業

体
の

場
合

7
経

常
建

設
共

同
企

業
体

付
属

協
定

書
（甲

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

7号
様

式
◎

1
■

○
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

8
経

常
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（乙

）（
写

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

8号
様

式
◎

1
■

○
乙

型
の

経
常

建
設

共
同

企
業

体
の

場
合

9
経

常
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
第

８
条

に
基

づ
く

協
定

書
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

9号
様

式
◎

1
■

○
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

1
0

建
設

リ
サ

イ
ク

ル
法

に
関

す
る

協
議

書
実

務
必

携
P
6
36

H
1
4
.5

.2
9
_建

情
第

17
0
号

別
記

第
1号

様
式

◎
1

▲
建

設
リ
サ

イ
ク

ル
法

対
象

工
事

で
あ

り
、

再
資

源
化

等
に

要
す

る
費

用
及

び
解

体
工

事
に

要
す

る
費

用
が

発
生

す
る

場
合

提
出

時
期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

備
考

監
督

員

押
印

が
必

要
な

書
類

作
成

者
提

出
数

量

契
約

締
結

時

分
類

工
事

関
係

書
類

該
当

根
拠

様
式

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

○

38
建

設
リ

サ
イ

ク
ル

法
に

関
す

る
変

更
協

議
書

実
務

必
携

P
6
36

H
1
4
.5

.2
9
_建

情
第

17
0
号

別
記

第
2号

様
式

別
記

様
式

そ
の

5
◎

2
▲

　
建

設
リ
サ

イ
ク

ル
法

対
象

工
事

で
、

受
注

者
側

の
事

情
に

よ
り

再
資

源
化

等
の

施
設

等
を

変
更

が
必

要
な

場
合

は
別

記
第

2
号

様
式

設
計

変
更

に
伴

う
変

更
の

場
合

は
別

記
様

式
そ

の
5

39
出

来
形

部
分

等
確

認
請

求
書

契
約

書
第

3
6
条

仕
様

書
1-

1
-2

5
標

準
様

式
第

65
号

◎
2

部
分

払
の

請
求

時
□

■
□

40
指

定
部

分
に

係
る

工
事

完
成

通
知

書
契

約
書

第
3
7
条

仕
様

書
1-

1
-2

5
標

準
様

式
第

62
号

の
「
工

事
」を

「
指

定
部

分
に

係
る

工
事

」
と

読
替

◎
2

指
定

部
分

に
係

る
工

事
の

完
成

時
□

■
□

41
指

定
部

分
に

係
る

工
事

受
渡

書
　

　
　

 〃
標

準
様

式
第

64
号

の
「
工

事
」を

「
指

定
部

分
に

係
る

工
事

」
と

読
替

◎
1

指
定

部
分

に
係

る
検

査
終

了
後

■
□

○

42
指

定
部

分
に

係
る

完
成

払
請

求
書

財
会

便
覧

P
4
35

、
H

3
1
.3

.2
9
_局

総
第

16
1
3号

別
記

第
4号

様
式

◎
1

〃
■

□
○

※
※

本
件

責
任

者
及

び
担

当
者

の
氏

名
・
連

絡
先

を
記

載
す

る
場

合
は

省
略

可
。

43
受

領
書

契
約

書
第

1
4
条

2
別

紙
様

式
◎

1
□

▲
△

4-
1-

1

44
物

品
預

り
書

実
務

必
携

P
6
00

_S
5
8
.4

.2
2
_設

管
第

2
0
5号

、
特

記
仕

様
書

別
紙

様
式

◎
1

当
該

物
件

を
引

き
渡

し
た

時
□

▲
△

4-
1-

1

45
物

品
受

領
書

〃
別

紙
様

式
◎

1
当

該
物

件
を

支
給

す
る

時
□

▲
△

4-
1-

1

46
現

場
発

生
品

調
書

仕
様

書
1-

1
-2

0
別

紙
様

式
◎

1
発

生
し

た
時

点
▲

△
3-

1-
3

47
登

録
の

た
め

の
確

認
の

お
願

い
（
コ

リ
ン

ズ
）

仕
様

書
1-

1
-7

工
事

実
績

情
報

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
◎

1
変

更
が

あ
っ

た
日

か
ら

、
閉

庁
日

を
除

き
1
0
日

以
内

■
■

請
負

代
金

額
が

5
0
0
万

円
以

上
の

工
事

工
期

、
配

置
技

術
者

の
変

更
が

生
じ

た
場

合
に

登
録

48
登

録
内

容
確

認
書

（コ
リ

ン
ズ

）
　

　
　

 〃
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

◎
1

〃
■

□
請

負
代

金
額

が
5
0
0
万

円
以

上
の

工
事

工
期

、
配

置
技

術
者

の
変

更
が

生
じ

た
場

合
に

登
録

49
変

更
契

約
書

契
約

書
第

1
条

5
標

準
様

式
第

39
号

◎
※

1
▲

□
※

2
※

1
　

紙
契

約
の

場
合

、
単

社
_2

通
、

JV
_構

成
員

数
+
1
通

※
2
　

紙
契

約
の

場
合

、
押

印
必

要

50
工

事
工

程
表

（変
更

）
契

約
書

第
3
条

標
準

様
式

第
23

号
◎

2
請

求
を

受
け

た
日

か
ら

1
4
日

以
内

□
■

51
変

更
保

証
証

書
実

務
必

携
P
4
29

H
3
1
.3

.2
9
_局

総
指

52
9
号

金
融

機
関

等
様

式
◎

1
変

更
契

約
締

結
時

▲
履

行
保

証
を

求
め

る
場

合
（
単

体
企

業
の

み
）

52
保

証
期

限
変

更
通

知
書

契
約

書
34

条
3

前
払

金
保

証
約

款
7条

の
2

金
融

機
関

等
様

式
◎

1
変

更
契

約
締

結
時

▲
前

払
金

保
証

契
約

を
締

結
し

て
お

り
、

契
約

変
更

に
伴

い
工

期
の

変
更

が
あ

っ
た

場
合

に
提

出

提
出

時
期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

備
考

監
督

員

押
印

が
必

要
な

書
類

作
成

者
提

出
数

量
分

類
工

事
関

係
書

類
該

当
根

拠
様

式
紙

電
子

ど
ち

ら
も

可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

○

Ａ
契

約
関

係
図

書
類

契
約

書
等

ア

設
計

図
書

等
1

工
事

請
負

契
約

書
工

事
執

行
規

則
第

10
条

別
記

（
第

1
0
条

関
係

）
◎

※
■

□
○

※
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

単
社

_2
通

、
JV

_構
成

員
数

+
1
通

関
係

書
類

2
保

証
証

書
H

3
1
.3

.2
9
_局

財
第

52
9
号

金
融

機
関

等
様

式
◎

1
■

履
行

保
証

を
求

め
る

場
合

。
（
単

体
企

業
の

み
）

3
特

定
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（甲

）（
写

）
実

務
必

携
P
1
09

0
H

1
3
.3

.2
2
_建

情
第

22
8
9号

別
記

第
3号

様
式

◎
1

■
○

甲
型

の
特

定
建

設
共

同
企

業
体

の
場

合

4
特

定
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（乙

）（
写

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

4号
様

式
◎

1
■

○
乙

型
の

特
定

建
設

共
同

企
業

体
の

場
合

5
特

定
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
第

８
条

に
基

づ
く

協
定

書
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

5号
様

式
◎

1
■

○
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

6
経

常
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（甲

）（
写

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

6号
様

式
◎

1
■

○
甲

型
の

経
常

建
設

共
同

企
業

体
の

場
合

7
経

常
建

設
共

同
企

業
体

付
属

協
定

書
（甲

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

7号
様

式
◎

1
■

○
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

8
経

常
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
（乙

）（
写

）
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

8号
様

式
◎

1
■

○
乙

型
の

経
常

建
設

共
同

企
業

体
の

場
合

9
経

常
建

設
共

同
企

業
体

協
定

書
第

８
条

に
基

づ
く

協
定

書
　

　
　

　
　

　
　

〃
別

記
第

9号
様

式
◎

1
■

○
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

10
建

設
リ

サ
イ

ク
ル

法
に

関
す

る
協

議
書

実
務

必
携

P
6
36

H
1
4
.5

.2
9
_建

情
第

17
0
号

別
記

第
1号

様
式

◎
1

■
建

設
リ
サ

イ
ク

ル
法

対
象

工
事

で
あ

り
、

再
資

源
化

等
に

要
す

る
費

用
及

び
解

体
工

事
に

要
す

る
費

用
が

発
生

す
る

場
合

作
成

者
提

出
数

量

契
約

締
結

時

分
類

工
事

関
係

書
類

該
当

根
拠

様
式

提
出

時
期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

備
考

監
督

員

押
印

が
必

要
な

書
類

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

○

38
建

設
リ

サ
イ

ク
ル

法
に

関
す

る
変

更
協

議
書

実
務

必
携

P
6
36

H
1
4
.5

.2
9
_建

情
第

17
0
号

別
記

第
2号

様
式

別
記

様
式

そ
の

5
◎

2
□

■
○

建
設

リ
サ

イ
ク

ル
法

対
象

工
事

で
、

受
注

者
側

の
事

情
に

よ
り

再
資

源
化

等
の

施
設

等
を

変
更

が
必

要
な

場
合

は
別

記
第

2
号

様
式

設
計

変
更

に
伴

う
変

更
の

場
合

は
別

記
様

式
そ

の
5

39
出

来
形

部
分

等
確

認
請

求
書

契
約

書
第

3
6
条

仕
様

書
1-

1
-2

5
標

準
様

式
第

65
号

◎
2

部
分

払
の

請
求

時
□

■
□

40
指

定
部

分
に

係
る

工
事

完
成

通
知

書
契

約
書

第
3
7
条

仕
様

書
1-

1
-2

5
標

準
様

式
第

62
号

の
「
工

事
」を

「
指

定
部

分
に

係
る

工
事

」
と

読
替

◎
2

指
定

部
分

に
係

る
工

事
の

完
成

時
□

■
□

41
指

定
部

分
に

係
る

工
事

受
渡

書
　

　
　

 〃
標

準
様

式
第

64
号

の
「
工

事
」を

「
指

定
部

分
に

係
る

工
事

」
と

読
替

◎
1

指
定

部
分

に
係

る
検

査
終

了
後

■
□

○

42
指

定
部

分
に

係
る

完
成

払
請

求
書

財
会

便
覧

P
4
35

、
H

3
1
.3

.2
9
_局

総
第

16
1
3号

別
記

第
4号

様
式

◎
1

〃
■

□
○

※
※

本
件

責
任

者
及

び
担

当
者

の
氏

名
・
連

絡
先

を
記

載
す

る
場

合
は

省
略

可
。

43
受

領
書

契
約

書
第

1
4
条

2
別

紙
様

式
◎

1
□

▲
△

4-
1-

1

44
物

品
預

り
書

実
務

必
携

P
6
00

_S
5
8
.4

.2
2
_設

管
第

2
0
5号

、
特

記
仕

様
書

別
紙

様
式

◎
1

当
該

物
件

を
引

き
渡

し
た

時
□

▲
△

4-
1-

1

45
物

品
受

領
書

〃
別

紙
様

式
◎

1
当

該
物

件
を

支
給

す
る

時
□

▲
△

4-
1-

1

46
現

場
発

生
品

調
書

仕
様

書
1-

1
-2

0
別

紙
様

式
◎

1
発

生
し

た
時

点
▲

△
3-

1-
3

47
登

録
の

た
め

の
確

認
の

お
願

い
（
コ

リ
ン

ズ
）

仕
様

書
1-

1
-7

工
事

実
績

情
報

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
◎

1
変

更
が

あ
っ

た
日

か
ら

、
閉

庁
日

を
除

き
1
0
日

以
内

■
■

請
負

代
金

額
が

5
0
0
万

円
以

上
の

工
事

工
期

、
配

置
技

術
者

の
変

更
が

生
じ

た
場

合
に

登
録

48
登

録
内

容
確

認
書

（コ
リ

ン
ズ

）
　

　
　

 〃
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

◎
1

〃
■

□
請

負
代

金
額

が
5
0
0
万

円
以

上
の

工
事

工
期

、
配

置
技

術
者

の
変

更
が

生
じ

た
場

合
に

登
録

49
変

更
契

約
書

契
約

書
第

1
条

5
標

準
様

式
第

39
号

◎
※

□
■

□
○

※
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

単
社

_2
通

、
JV

_構
成

員
数

+
1
通

50
工

事
工

程
表

（変
更

）
契

約
書

第
3
条

標
準

様
式

第
23

号
◎

2
請

求
を

受
け

た
日

か
ら

1
4
日

以
内

□
■

51
変

更
保

証
証

書
実

務
必

携
P
4
29

H
3
1
.3

.2
9
_局

総
指

52
9
号

金
融

機
関

等
様

式
◎

1
変

更
契

約
締

結
時

■
履

行
保

証
を

求
め

る
場

合
（
単

体
企

業
の

み
）

52
保

証
期

限
変

更
通

知
書

契
約

書
34

条
3

前
払

金
保

証
約

款
7条

の
2

金
融

機
関

等
様

式
◎

1
変

更
契

約
締

結
時

■
前

払
金

保
証

契
約

を
締

結
し

て
お

り
、

契
約

変
更

に
伴

い
工

期
の

変
更

が
あ

っ
た

場
合

に
提

出

作
成

者
提

出
数

量
分

類
工

事
関

係
書

類
該

当
根

拠
様

式
提

出
時

期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

備
考

監
督

員

押
印

が
必

要
な

書
類

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。
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字句の改正 

 

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

○

成
果

報
告

イ

3
9

工
事

完
成

書
類

施
工

管
理

基
準

P
6

電
子

納
品

の
場

合
は

共
通

仕
様

書
1
-
1
-
4
2
に

よ
る

3
9
-
1

試
験

成
績

表
◎

1
▲

▲
4
-
3

既
提

出
の

「
試

験
成

績
表

」
と

同
じ

場
合

は
省

略

3
9
-
2

品
質

・
規

格
証

明
書

◎
1

▲
▲

4
-
3

既
提

出
の

「
品

質
・
規

格
証

明
書

」
と

同
じ

場
合

は
省

略

3
9
-
3

搬
入

主
要

資
材

検
収

整
理

簿
仕

様
書

1-
1
-2

3
様

式
（
5
4）

◎
1

▲
▲

仕
様

書
に

示
す

出
来

形
数

量
に

つ
い

て
は

、
搬

入
主

要
資

材
検

収
整

理
簿

で
整

理
さ

れ
て

い
れ

ば
提

出
不

要

3
9
-
4

測
定

結
果

一
覧

表
・出

来
形

管
理

図
表

・品
質

管
理

図
表

施
工

管
理

基
準

P
22

様
式

（
1
）、

（
2
）、

（
3
）、

（
5
）、

（
6
）

◎
1

▲
▲

4
-
2

4
-
3

3
9
-
5

そ
の

他
◎

1
▲

▲

3
9
-
6

出
来

形
図

仕
様

書
1-

1
-2

3
◎

1
▲

▲
4
-
2

3
9
-
7

工
事

写
真

の
電

子
媒

体
施

工
管

理
基

準
P
12

9
◎

1
●

●
4
-
4

3
9
-
8

工
事

写
真

帳
（サ

ム
ネ

イ
ル

含
む

）
施

工
管

理
基

準
P
13

1
◎

1
■

■
4
-
4

フ
ィ

ル
ム

カ
メ

ラ
を

使
用

し
た

場
合

の
写

真
管

理
（
案

）
の

場
合

作
成

者
提

出
数

量
分

類
工

事
関

係
書

類
該

当
根

拠
様

式
提

出
時

期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

備
考

監
督

員

押
印

が
必

要
な

書
類

完
成

時

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

○

成
果

報
告

イ

3
9

工
事

完
成

書
類

施
工

管
理

基
準

P
6

電
子

納
品

の
場

合
は

共
通

仕
様

書
1
-
1
-
4
2
に

よ
る

3
9
-
1

試
験

成
績

表
◎

1
▲

▲
4
-
3

既
提

出
の

「
試

験
成

績
表

」
と

同
じ

場
合

は
省

略

3
9
-
2

品
質

・
規

格
証

明
書

◎
1

▲
▲

4
-
3

既
提

出
の

「
品

質
・
規

格
証

明
書

」
と

同
じ

場
合

は
省

略

3
9
-
3

搬
入

主
要

資
材

検
収

整
理

簿
仕

様
書

1-
1
-2

3
様

式
（
5
4）

◎
1

▲
▲

仕
様

書
に

示
す

出
来

形
数

量
に

つ
い

て
は

、
搬

入
主

要
資

材
検

収
整

理
簿

で
整

理
さ

れ
て

い
れ

ば
提

出
不

要

3
9
-
4

測
定

結
果

一
覧

表
・出

来
形

管
理

図
表

・品
質

管
理

図
表

施
工

管
理

基
準

P
22

様
式

（
1
）、

（
2
）、

（
3
）、

（
5
）、

（
6
）

◎
1

▲
▲

4
-
2

4
-
3

3
9
-
5

そ
の

他
◎

1
▲

▲

3
9
-
6

工
事

完
成

図
仕

様
書

1-
1
-2

1
◎

1
▲

▲
4
-
8

3
9
-
7

工
事

写
真

の
電

子
媒

体
施

工
管

理
基

準
P
12

9
◎

1
●

●
4
-
4

3
9
-
8

工
事

写
真

帳
（サ

ム
ネ

イ
ル

含
む

）
施

工
管

理
基

準
P
13

1
◎

1
■

■
4
-
4

フ
ィ

ル
ム

カ
メ

ラ
を

使
用

し
た

場
合

の
写

真
管

理
（
案

）
の

場
合

完
成

時

提
出

時
期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

備
考

監
督

員

押
印

が
必

要
な

書
類

作
成

者
提

出
数

量
分

類
工

事
関

係
書

類
該

当
根

拠
様

式
紙

電
子

ど
ち

ら
も

可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

Ｂ
工

事
関

係
書

類

施
工

計
画

書
ア

1
施

工
計

画
書

仕
様

書
1
-
1
-
6

3
-
2
-
1

1
-
1

工
事

概
要

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(1
)

工
事

概
要

は
工

種
と

そ
の

数
量

の
み

と
し

、
細

工
種

の
数

量
は

不
要

（
工

事
数

量
総

括
表

の
写

し
の

よ
う
な

内
容

は
不

要
）

1
-
2

計
画

工
程

表
契

約
書

第
3
条

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(2
)

1
-
3

現
場

組
織

表
（
施

工
体

系
図

を
含

む
）

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(3
)

1
-
4

指
定

機
械

◎
1

■
（
▲

）
▲

□
□

3
-
2
-
1

(4
)

指
定

機
械

の
カ

タ
ロ

グ
・
指

定
型

式
適

合
表

（
国

交
省

、
環

境
省

）
は

現
場

保
管

と
し

添
付

不
要

。
監

督
員

か
ら

請
求

が
あ

れ
ば

提
示

（
電

子
的

手
段

に
よ

る
提

示
も

可
能

）

1
-
5

主
要

資
材

、
及

び
主

要
船

舶
・
機

械
◎

1
■

（
▲

）
▲

□
□

3
-
2
-
1

(5
)

主
要

資
材

は
品

質
・
規

格
の

一
覧

表
の

み

1
-
6

施
工

方
法

（
主

要
機

械
・
仮

設
備

計
画

、
工

事
用

地
等

を
含

む
）

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(6
)

施
工

方
法

や
施

工
実

施
上

の
留

意
事

項
を

要
点

の
み

記
載

し
、

工
事

関
係

書
類

作
成

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

記
載

例
を

参
考

1
-
7

施
工

管
理

計
画

（
工

事
監

督
員

の
立

会
、

段
階

確
認

の
内

容
及

び
時

期
、

品
質

、
出

来
形

、
写

真
管

理
等

を
含

む
）

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(7
)

品
質

管
理

や
出

来
形

管
理

は
、

現
場

目
標

値
、

社
内

規
格

値
を

記
載

し
管

理
図

表
と

整
合

を
図

る

1
-
8

緊
急

時
の

体
制

及
び

対
応

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(8
)

1
-
9

安
全

管
理

（
安

全
訓

練
等

の
実

施
計

画
を

含
む

）
◎

1
■

▲
□

□
3
-
2
-
1

(9
)

安
全

訓
練

の
日

程
の

み
記

載
と

し
、

安
全

資
料

等
は

現
場

保
管

と
し

添
付

不
要

1
-
1
0

交
通

管
理

（
資

材
等

の
過

積
載

防
止

対
策

を
含

む
）

仕
様

書
1
-
1
-
3
7

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(1
0
)

1
-
1
1

環
境

対
策

仕
様

書
1
-
1
-
3
5

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(1
2
)

1
-
1
2

現
場

作
業

環
境

の
整

備
◎

1
■

□
□

3
-
2
-
1

(1
2
)

1
-
1
3

建
設

副
産

物
の

適
正

処
理

計
画

仕
様

書
1
-
1
-
2
1
-
5

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(1
3
)

1
-
1
4

再
生

資
源

の
利

用
の

促
進

仕
様

書
1
-
1
-
2
1
-
7

国
土

交
通

省
H

P
掲

載
の

建
設

リ
サ

イ
ク

ル
報

告
様

式
◎

1
▲

3
-
7
-
1

電
子

デ
ー

タ
と

併
せ

て
提

出

1
-
1
5

社
内

検
査

仕
様

書
1
-
1
-
4
7

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(1
5
)

1
-
1
6

特
定

外
来

生
物

（
植

物
）
防

除
計

画
書

仕
様

書
1
-
1
-
5
5

◎
1

■
□

□
3
-
7
-
5

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
-
1
7

そ
の

他
仕

様
書

1
-
1
-
3
9
、

1
-
2
-
5
-
3
（
1
）

◎
1

■
□

□
3
-
2
-
1

(1
7
)

官
公

庁
へ

の
手

続
き

、
地

元
へ

の
周

知
、

休
日

計
画

（
週

休
2
日

の
実

施
計

画
書

）
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

に
影

響
す

る
事

項
の

確
認

な
ど

を
記

述
・
添

付

備
考

監
督

員

随
時

工
事

着
手

前
（
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
軽

微
を

除
き

そ
の

都
度

）

該
当

根
拠

様
式

作
成

者
提

出
数

量
提

出
時

期

作
成

書
類

の
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

関
連

項
番

分
類

工
事

関
係

書
類

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。

契
約

係
受

注
者

検
査

時
成

果
品

発
注

者
受

注
者

提
出

提
出

提
示

保
管

確
認

提
出

Ｂ
工

事
関

係
書

類

施
工

計
画

書
ア

1
施

工
計

画
書

仕
様

書
1
-
1
-
6

3
-
2
-
1

1
-
1

工
事

概
要

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
)

工
事

概
要

は
工

種
と

そ
の

数
量

の
み

と
し

、
細

工
種

の
数

量
は

不
要

（
工

事
数

量
総

括
表

の
写

し
の

よ
う
な

内
容

は
不

要
）

1
-
2

計
画

工
程

表
契

約
書

第
3
条

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(2
)

1
-
3

現
場

組
織

表
◎

1
▲

△
△

3
-
2
-
1

(3
)

1
-
4

指
定

機
械

◎
1

▲
（
▲

）
▲

△
△

3
-
2
-
1

(4
)

指
定

機
械

の
カ

タ
ロ

グ
・
指

定
型

式
適

合
表

（
国

交
省

、
環

境
省

）
は

現
場

保
管

と
し

添
付

不
要

。
監

督
員

か
ら

請
求

が
あ

れ
ば

提
示

（
電

子
的

手
段

に
よ

る
提

示
も

可
能

）

1
-
5

主
要

船
舶

・
機

械
◎

1
▲

（
▲

）
▲

△
△

3
-
2
-
1

(5
)

1
-
6

主
要

資
材

◎
1

▲
（
▲

）
▲

△
△

3
-
2
-
1

(6
)

主
要

資
材

は
品

質
・
規

格
の

一
覧

表
の

み

1
-
7

施
工

方
法

（
主

要
機

械
・
仮

設
備

計
画

、
工

事
用

地
等

を
含

む
）

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(7
)

施
工

方
法

や
施

工
実

施
上

の
留

意
事

項
を

要
点

の
み

記
載

し
、

工
事

関
係

書
類

作
成

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

記
載

例
を

参
考

1
-
8

施
工

管
理

計
画

（
工

事
監

督
員

の
立

会
、

段
階

確
認

の
内

容
及

び
時

期
、

品
質

、
出

来
形

、
写

真
管

理
等

を
含

む
）

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(8
)

品
質

管
理

や
出

来
形

管
理

は
、

現
場

目
標

値
、

社
内

規
格

値
を

記
載

し
管

理
図

表
と

整
合

を
図

る

1
-
9

安
全

管
理

（
安

全
訓

練
等

の
実

施
計

画
を

含
む

）
◎

1
▲

▲
△

△
3
-
2
-
1

(9
)

安
全

訓
練

の
日

程
の

み
記

載
と

し
、

安
全

資
料

等
は

現
場

保
管

と
し

添
付

不
要

1
-
1
0

緊
急

時
の

体
制

及
び

対
応

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
0
)

1
-
1
1

交
通

管
理

（
資

材
等

の
過

積
載

防
止

対
策

を
含

む
）

仕
様

書
1
-
1
-
3
8

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
1
)

1
-
1
2

環
境

対
策

仕
様

書
1
-
1
-
3
6

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
2
)

1
-
1
3

現
場

作
業

環
境

の
整

備
◎

1
▲

△
△

3
-
2
-
1

(1
3
)

1
-
1
4

再
生

資
源

の
利

用
の

促
進

と
建

設
副

産
物

の
適

正
処

理
計

画
仕

様
書

1
-
1
-
2
1
-
5
、

7
国

土
交

通
省

H
P
掲

載
の

建
設

リ
サ

イ
ク

ル
報

告
様

式
◎

1
▲

△
△

3
-
2
-
1

(1
4
)

3
-
7
-
1

電
子

デ
ー

タ
と

併
せ

て
提

出

1
-
1
5

社
内

検
査

仕
様

書
1
-
1
-
4
8

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
5
)

1
-
1
6

特
定

外
来

生
物

（
植

物
）
防

除
計

画
書

仕
様

書
1
-
1
-
5
6

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
6
)

3
-
7
-
5

1
-
1
7

法
定

休
日

・
所

定
休

日
（
週

休
二

日
の

導
入

）
1
-
2
-
7
-
3
（
1
）

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
7
)

休
日

計
画

（
週

休
2
日

の
実

施
計

画
書

）

1
-
1
8

そ
の

他
仕

様
書

1
-
1
-
4
0

◎
1

▲
△

△
3
-
2
-
1

(1
8
)

官
公

庁
へ

の
手

続
き

、
地

元
へ

の
周

知
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

に
影

響
す

る
事

項
の

確
認

な
ど

を
記

述
・
添

付

備
考

監
督

員

随
時

工
事

着
手

前
（
変

更
が

生
じ

た
場

合
は

、
軽

微
を

除
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事
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書
類

紙
電

子
ど

ち
ら

も
可

発
注

者
□

○
△

受
注

者
■

●
▲

※
提

示
欄

の
（）

は
発

注
者

が
請

求
し

た
場

合
と

す
る

。


